
大阪大学会館（旧イ号館）2018 年 11 月 23 日、文学部 70 周年記念シンポジウム、同窓会総会会場

2019年3月20日発行

第18号

目次

新同窓会会長 あいさつ P2

新研究科長 あいさつ P2

【特集】同窓会総会・創立70周年記念フォーラム・祝賀会

2018同窓会総会のご報告 P2

文学部創立70周年記念フォーラムのご報告 P2～3

同窓生からのメッセージ P4

「教育ゆめ基金」のご報告 P5

研究室単位の同窓会（日本史学、ドイツ文学） P5

退職される先生方からのメッセージ P6～7

事務局便り P7

山崎正和名誉教授
文化勲章受章記念フォーラムのお知らせ P8

第9回　同窓会講座のご報告 P8

第10回　同窓会講座のご案内 P8

XMFRemote_(108945)223391_大阪大学文学部・文学研究科同窓会　ニュースレター 

 

1 

 

折 

 

2019/03/05 17:31:58

 



2

大阪大学文学部・文学研究科同窓会

　

二
〇
一
八
年
一
一
月
二
三
日
（
土
・
祝
）
一
三
時
よ
り
、
大
阪
大
学
会

館
講
堂
で
大
阪
大
学
文
学
部
創
立
七
〇
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
文
学

部
の
チ
カ
ラ
、再
発
見
。」
が
行
わ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
下
記
の
通
り
。

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ト
ー
ク

　
「
︱
文
を
学
び
、
武
を
ば
練
る
︱　

は
死
語
か
？
」

　
　
　
　

柏
木
隆
雄
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
）

●
卒
業
生
講
演

　
「
大
阪
の
学
問
所
」

　
　
　
　

築
山 

桂
（
小
説
家
）

　
「
歴
史
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」

　
　
　
　

榎
原
美
樹
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

●
座
談
会

　
「
文
学
部
の
チ
カ
ラ
、
と
は
？
」

　
　
　
　

柏
木
隆
雄
・
築
山 

桂
・
榎
原
美
樹

　

司
会
：
金
水 

敏
（
大
阪
大
学
教
授
・
国
語
学
）

　

去
る
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
三
日
、
大
阪
大
学
文
学
部
・
文
学
研
究
科

同
窓
会　

総
会
が
、
大
阪
大
学
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
柏
木
隆
雄
会

長
の
挨
拶
の
後
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
一
八
年
度
ま
で
の
事
業
報
告
、
二

〇
一
七
年
度
の
会
計
報
告
、
一
部
の
会

則
の
改
定
（
役
員
の
人
数
の
変
更
等
）

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
大
阪
大
学
文
学
部
創
立
七

〇
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
文
学
の
チ

カ
ラ
、
再
発
見
。」
お
よ
び
祝
賀
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
変
好
評
だ
っ
た
当
日

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
、
司
会
を
担

当
さ
れ
た
金
水
敏
先
生
に
ご
寄
稿
願
い

ま
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
四
月
か
ら
大
阪
大
学
文
学
部
・
文
学
研
究
科
同
窓
会
会
長
を

務
め
ら
れ
た
志
水
紀
代
子
先
輩
が
、
少
し
体
調
を
崩
さ
れ
て
二
〇
一
八
年
ま

で
の
任
期
を
待
た
ず
、
退
任
の
意
向
を
告
げ
ら
れ
て
、
残
り
一
年
の
任
期
を

副
会
長
の
私
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
石
原
實
初
代
会
長
か
ら
河
上
誓

作
、
志
水
紀
代
子
両
先
生
の
後
、
四
代
目
と
な
る
が
、
文
学
部
創
立
以
来

七
十
年
を
閲
し
て
、
同
窓
会
の
会
長
が
四
人
で
は
、
平
均
し
て
二
〇
年
弱
と

計
算
で
は
な
る
け
れ
ど
、
そ
の
実
長
い
間
初
代
会
長
に
お
願
い
し
て
い
た
訳

で
、
そ
の
意
味
で
も
卒
寿
を
迎
え
ら
れ
て
な
お
矍
鑠
と
現
役
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
石
原
氏
に
満
腔
の
謝
意
を
捧
げ
た
い
。
河
上
第
二
代
会
長
は
、
同
窓
会

の
活
性
化
に
力
を
注
が
れ
、
多
く
の
意
欲
的
な
改
革
を
行
わ
れ
た
。
ま
た
他

学
部
の
同
窓
会
と
の
連
携
に
も
心
を
砕
き
、
法
、
経
の
同
窓
会
役
員
会
に
、

文
学
部
同
窓
会
の
三
役
（
会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
）
が
参
加
、
以
来
旧

大
阪
外
大
の
外
国
語
学
部
の
同
窓
会
「
咲
耶
会
」
そ
し
て
人
間
科
学
部
の
同

窓
会
準
備
事
務
局
が
参
加
し
て
毎
年
一
回
懇
談
会
を
催
し
、
連
携
の
絆
を
深

め
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
。
志
水
第
三
代
会
長
は
、
持
ち
前
の
優
し
い
気
配
り

で
、
実
務
に
奮
闘
す
る
事
務
局
長
を
励
ま
し
て
会
務
の
遂
行
に
尽
力
さ
れ
、

河
上
前
会
長
同
様
、
同
窓
会
主
催
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
下
さ
っ
た
。

　

さ
て
第
四
代
目
は
、
会
長
に
擬
さ
れ
た
役
員
会
で
固
辞
数
度
、
何
度
も
逃

げ
回
る
醜
態
を
晒
し
た
挙
げ
句
の
就
任
で
、
ま
こ
と
に
面
目
な
い
次
第
だ
が
、

よ
く
考
え
る
と
同
窓
会
の
役
員
会
に
は
、
一
九
八
三
年
に
文
学
部
に
赴
任
以

来
、
ず
っ
と
幹
事
を
仰
せ
つ
か
っ
て
、
お
そ
ら
く
幹
事
会
、
役
員
会
の
出
席
は
、

ど
の
会
員
よ
り
も
多
い
は
ず
だ
。
し
か
し
量
は
質
を
上
回
ら
な
い
。
前
会
長

の
残
務
期
間
を
埋
め
る
、
と
い
う
こ
と
で
お
引
き
受
け
は
し
た
が
、
そ
の
間

文
学
部
創
立
七
〇
周
年
の
記
念
行
事
が
、
文
学
部
・
大
学
院
研
究
科
と
共
催

で
行
わ
れ
、「
文
学
の
チ
カ
ラ
、
再
発
見
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
参
加
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
得
た
。
西
尾
章
治
郞
総
長
ほ
か
大
学
執
行

部
の
方
々
も
臨
席
さ
れ
る
中
、
小
説
家
築
山
桂
氏
（
日
本
史
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
榎

原
美
樹
氏
（
西
洋
史
）
が
登
壇
、
お
二
人
の
颯
爽
と
し
た
講
演
は
、
い
か
に

も
女
性
の
時
代
を
象
徴
す
る
よ
う
で
、
毅
然
と
し
た
信
条
、
佇
ま
い
に
大
い

に
感
銘
を
受
け
た
。「
榎
原
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
た
く
て
」
と
福
岡
か
ら
や
っ

て
き
た
芸
術
史
出
身
、
現
在
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
い
う
同
窓
生
が
、

そ
の
あ
と
の
懇
親
会
で
「
来
て
良
か
っ
た
！
」
と
喜
ん
で
い
た
り
、
私
の
同

期
生
が
東
京
、
名
古
屋
か
ら
も
大
勢
来
て
く
れ
て
旧
交
を
温
め
ら
れ
た
の
も
、

会
長
職
の
役
得
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
七
〇
周
年
を
謳
う
に
は
、
同
窓
生
の

出
席
が
や
や
少
な
か
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
ろ
う
け
れ
ど
、
こ
れ
を
発
展
の

一
里
塚
と
し
て
、今
後
も
実
務
に
大
わ
ら
わ
の
事
務
局
長
は
じ
め
役
員
、幹
事
、

同
窓
生
諸
氏
の
ご
協
力
を
い
っ
そ
う
仰
ぎ
な
が
ら
、
任
期
を
無
事
に
務
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

昭
和
二
十
三
年
九
月
十
四
日
付
の
文
部
省
令
第
十
七
号
は
、

そ
の
第
一
條
に
「
学
校
教
育
法
第
九
十
八
條
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
大
阪
大
学
及
び
名
古
屋
大
学
に
、
次
の
学
部
を
設

置
す
る
」
と
定
め
、
続
け
て
「
大
阪
大
学
法
文
学
部
」
に
置

か
れ
る
十
二
分
野
十
五
講
座
を
列
挙
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
今
か
ら
七
十
年
前
、
大
阪
大
学
文
学
部
は
、
文
学
・
法
学
・

経
済
学
か
ら
な
る
旧
制
法
文
学
部
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
『
大
阪
大
学
五
十
周
年
史　

部
局
史
』（
一
九
八
三
年
）
に

よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
六
月
に
国
会
で
法
文
学
部
の
設
置
が
決

定
さ
れ
る
と
、
今
村
荒
男
総
長
は
直
ち
に
教
官
の
人
選
に
着

手
、
八
月
に
は
教
官
内
定
者
が
入
学
志
願
者
募
集
要
項
を
定

め
、
学
部
規
定
、
授
業
学
科
目
の
制
定
に
続
い
て
、
入
試
、

採
点
、
入
学
者
決
定
等
を
行
い
、
十
月
二
十
日
に
入
学
式
、

同
二
十
五
日
に
授
業
開
始
と
い
う
、
い
ま
で
は
想
像
も
つ
か

な
い
ス
ピ
ー
ド
感
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
敗
戦
後
の
新
日
本
再

建
に
は
大
阪
大
学
が
人
文
系
を
含
め
た
総
合
大
学
と
し
て
再

出
発
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
、
関
係
者
の
強
い
思
い
が

そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

　

旧
制
の
法
文
学
部
は
、
翌
年
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
新
制

の
文
学
部
と
法
経
学
部
と
に
別
れ
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
後
も
一
九
七
二
年
の
人
間
科
学
部
の
独
立
、

一
九
九
四
年
の
教
養
部
廃
止
と
関
係
教
官
の
分
属
、

一
九
九
八
～
一
九
九
九
年
に
か
け
て
の
大
学
院
重
点
化
、

二
〇
〇
七
年
の
大
阪
外
国
語
大
学
と
の
統
合
な
ど
、
組
織
上

の
大
き
な
改
変
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
に
起
源
を
持
つ
大

学
な
ど
と
比
べ
れ
ば
子
供
の
よ
う
な
若
い
存
在
で
す
が
、
そ

れ
で
も
七
十
年
と
い
う
年
月
は
短
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

老
舗
の
研
究
室
で
は
教
員
も
す
で
に
五
～
六
世
代
目
と
な
り
、

初
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
す
で
に
「
神
話
」
の
域
に
達
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
の
間
に
送
り
出
し
た
卒
業
生
・
修
了
生
の
数

も
一
万
人
を
大
き
く
超
え
て
い
ま
す
。

　

草
創
期
の
た
ぎ
る
情
熱
や
勢
い
だ
け
で
走
る
時
期
は
す
で

に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
七
十
年
間
に
培
っ
て
き
た
大
阪
大
学

文
学
部
の
学
問
的
基
盤
か
ら
ど
ん
な
新
し
い
研
究
教
育
の
姿

を
生
み
出
せ
る
か
。
ま
た
あ
ら
た
な
挑
戦
の
ペ
ー
ジ
が
始
ま

り
ま
す
。

二
〇
一
八
年
同
窓
会
総
会
の
ご
報
告

文
学
部
の
チ
カ
ラ
を
再
確
認

―
大
阪
大
学
文
学
部
創
立
七
〇
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
―

二
〇
一
八
年
一
一
月
二
三
日
（
金
）　
於
：
大
阪
大
学
会
館
講
堂

金
水
　
敏
（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
教
授
）

文
学
部
創
立
七
十
周
年
に
よ
せ
て

福
永
　
伸
哉

同
窓
会
会
長
を
引
き
継
い
で

柏
木
　
隆
雄

略歴
1944年生まれ。文学研究
科博士課程単位取得。神戸
女学院大学文学部助教授、
阪大文学部教授、放送大学
大阪学習センター所長、大
手前大学学長を歴任。現在
大手前大学客員教授、大阪
大学、大手前大学名誉教授。

略歴
1959年生まれ。大阪大学
大学院文学研究科博士後期
課程中退。博士（文学）。
大阪大学埋蔵文化財調査室
助手、文学研究科助教授を
経て、2005年から同教授。
日本学術会議会員。専門は
考古学で、弥生・古墳時代
史の研究が中心。大阪府百
舌鳥・古市古墳群の世界遺
産登録の活動にもかかわる。
主著に『邪馬台国から大和
政権へ』、『三角縁神獣鏡の
研究』、『古墳時代の考古学』
(全10巻、責任編集)など。
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べ
き
で
は
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は

時
間
の
流
れ
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
。
女
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
を
解
き
放
っ
た
視
線
で
作
品
を
書
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
最

後
に
柏
木
氏
が
、「
文
学
部
の
学
問
は
、
言
葉
の
力
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
。
こ
と
に
日
本
人
に
と
っ
て
日
本
語
の
力
こ
そ
大
事
。
今
、
言

葉
の
力
が
脆
弱
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
文
学
部
が
言
葉
の
持
つ
力
を
よ

り
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
結
ば
れ
た
。

　

三
者
三
様
の
視
点
か
ら
の
お
話
で
あ
っ
た
が
、
歴
史
を
見
る
目
や
言

葉
の
力
を
育
む
こ
と
の
大
事
さ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
視
点
の
重
要
性
が
改

め
て
確
認
で
き
、
ま
さ
し
く
文
学
部
の
チ
カ
ラ
を
再
発
見
し
た
思
い
で

あ
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ト
ー
ク
で
柏
木
氏
は
、
ま
ず
大
阪
大
学
の
前
身
校

の
一
つ
で
あ
る
大
阪
高
等
学
校
の
全
寮
歌
の
歌
詞
か
ら
「
文
を
学
び
武

を
ば
練
る　

五
百
の
健
児
君
見
ず
や
」
と
い
う
歌
詞
（
沼
間
昌
教
作
詞
）

を
紹
介
さ
れ
た
。こ
こ
で
の「
文
」を
基
礎
学
問
と
し
て
の
人
文
学
、「
武
」

を
実
学
全
般
に
な
ぞ
ら
え
て
、
日
本
の
洋
学
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
適

塾
で
学
ん
だ
福
沢
諭
吉
が
『
学
問
ノ
ス
ス
メ
』
に
お
い
て
、
基
礎
学
問

の
学
習
よ
り
も
実
学
的
な
応
用
に
重
点
を
置
い
た
こ
と
を
問
題
と
し
て

指
摘
さ
れ
た
。

　

築
山
桂
氏
は
、
本
学
大
学
院
の
日
本
史
専
門
分
野
で
博
士
後
期
課
程

ま
で
学
ば
れ
た
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
ら
れ
、
史
料
や
論
文
と
格
闘
さ

れ
た
時
期
を
「
幸
せ
な
時
間
」
と
捉
え
ら
れ
、
そ
の
経
験
が
「
学
問
を

す
る
人
」
を
主
人
公
と
し
て
扱
う
時
代
小
説
を
書
く
こ
と
に
自
分
を
振

り
向
か
せ
た
と
回
顧
さ
れ
た
。

　

榎
原
美
樹
氏
は
学
生
時
代
、
教
養
部
の
堀
井
敏
夫
先
生
（
文
学
部
名

誉
教
授
・
故
人
）
の
「
歴
史
に
唯
一
の
正
解
と
い
う
も
の
は
な
い
。
自

分
自
身
の
解
釈
が
む
し
ろ
重
要
だ
」
と
い
う
お
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ

て
西
洋
史
に
進
ま
れ
た
こ
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
就
職
が
決
ま
っ
た
と
き
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
特
派
員
を
さ
れ
て
い
た
山
室
英
男
氏
（
故
人
）
の
ご
講
演
を
聞

い
て
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
は
歴
史
が
動
く
そ
の
現
場
に
居
合
わ
せ

る
職
業
で
、
歴
史
を
見
つ
め
る
仕
事
で
あ
る
」
と
教
え
ら
れ
て
、
仕
事

に
就
く
勇
気
を
も
ら
わ
れ
た
と
触
れ
ら
れ
た
。

　

座
談
会
で
は
、
ま
ず
お
三
方
に
「
文
学
部
の
チ
カ
ラ
と
は
何
か
」
と

司
会
者
が
問
い
か
け
た
と
こ
ろ
、
榎
原
氏
は
「
日
本
人
に
不
足
し
が
ち

な
、
海
外
へ
の
発
進
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
答
え
ら
れ
た
。

築
山
氏
は
、「
何
で
も
数
値
に
置
き
換
え
て
重
要
度
が
測
ら
れ
る
世
の

中
で
、
数
値
で
は
表
せ
な
い
価
値
を
教
え
る
と
こ
ろ
が
文
学
部
」
と
述

べ
ら
れ
た
。
柏
木
氏
は
、「
文
学
部
の
教
育
は
、
一
人
で
学
び
一
人
で

考
え
る
力
を
付
け
る
と
こ
ろ
に
本
質
が
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
今
の
世
の
中

に
必
要
と
さ
れ
る
力
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
次
に
、
榎
原
氏
と
築
山
氏
に

「
今
の
お
仕
事
の
中
で
、
女
性
で
あ
る
こ
と
で
分
か
る
こ
と
と
は
何
か
」

と
問
い
か
け
た
と
こ
ろ
、
榎
原
氏
は
「
世
の
中
に
は
、
女
性
だ
か
ら
こ

そ
見
え
る
こ
と
、
重
要
さ
が
分
か
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
男

性
中
心
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
で
は
、
そ
の
こ
と
が
軽
視
さ
れ
て

き
た
。
世
界
の
半
分
は
女
性
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
女
性
の
目
線

を
も
っ
と
重
視
し
た
報
道
に
な
っ
て
い
く
べ
き
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
築

山
氏
は
、「
女
流
作
家
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
と
利
用
し
て
セ
ー
ル
ス
す

金水 敏（きんすい・さとし）
大阪大学大学院文学研究科教授

（国語学）。1997年大阪大学文学
部助教授に着任。2001年より現
職。2016 ～ 2017年度に大阪大
学大学院文学研究科長・文学部長
を務める。主な著書に『ヴァー
チャル日本語　役割語の謎』（岩
波書店、2003）、『日本語存在表
現の歴史』（ひつじ書房、2006）。

プロフィール

アセンブリーホールにて祝賀会の様子

マハバル・サウガゲレルさんによる
モンゴル民族音楽の演奏
（音楽学博士前期課程）
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業
も
受
講
し
ま
す
。
ま
た
、
実
験
や
実
習
の
授
業
も
多
く
、
実
践

的
な
技
術
と
能
動
性
・
協
調
性
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
私
は
、
国
語
と
日
本
文
学
を
教
え
て
い
ま
す
。
理
系
の
学

校
で
国
語
の
授
業
、
や
り
に
く
そ
う
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
が
結
構
面
白
い
の
で
す
。
学
生
は
自
分
で
考
え
作
業

す
る
の
が
好
き
で
、授
業
方
法
や
課
題
の
出
し
方
を
工
夫
す
れ
ば
、

よ
く
応
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
に

加
え
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
ど
っ
ぷ
り
の
学
生
た
ち
は
、「
物
語

を
読
む
」こ
と
に
慣
れ
て
い
ま
す
。サ
ブ
カ
ル
を
楽
し
ん
だ
ら
、ネ
ッ

ト
上
で
感
想
を
交
換
し
、
分
析
サ
イ
ト
を
覗
く
の
が
彼
ら
の
日
常

で
す
。
授
業
で
も
う
ま
く
展
開
で
き
れ
ば
、『
富
嶽
百
景
』
や
『
山

月
記
』が「
難
し
い
」「
勉
強
の
た
め
の
」作
品
で
は
な
く
な
り
、「
ツ

ン
デ
レ
」「
イ
ン
ス
タ
映
え
」「
中
二
病
」
な
ど
彼
ら
の
使
い
慣
れ

た
言
葉
も
ツ
ー
ル
と
し
て
、
実
感
を
持
っ
て
議
論
で
き
る
作
品
に

な
り
ま
す
。「
教
科
書
で
昔
の
作
品
を
習
う
」
の
で
は
な
く
、
彼

ら
自
身
が
自
由
に
文
学
を
楽
し
む
授
業
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

大
学
で
は
、
日
本
文
学
だ
け
で
な
く
美
術
史
の
授
業
を
た
く
さ

ん
受
講
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
美
術
展
に
行
く
の
は
、
煩
雑
な
日

常
か
ら
離
れ
て
静
か
に
自
分
を
解
放
し
て
や
れ
る
貴
重
な
時
間
で

す
。
私
の
学
生
た
ち
も
、
将
来
仕
事
で
使
う
こ
と
は
な
い
と
し
て

も
、
生
活
の
中
で
少
し
心
を
豊
か
に
す
る
、
少
し
気
持
ち
を
癒
し

て
く
れ
る
、
身
近
で
心
強
い
味
方
と
し
て
文
学
を
知
っ
て
も
ら
え

た
ら
と
思
う
の
で
す
。

　

慣
れ
ぬ
仕
事
と
不
規
則
勤
務
で
た
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
を
暴
飲
暴

食
で
解
消
し
た
た
め
、一
年
で
一
〇
㌔
太
り
ま
し
た
。
し
か
し
、様
々

な
ニ
ュ
ー
ス
に
立
ち
会
う
の
が
面
白
い
。
深
夜
に
入
っ
て
き
た
事

件
を
、
い
か
に
さ
ば
い
て
締
め
切
り
に
間
に
合
わ
せ
る
か
。
そ
ん

な
と
こ
ろ
に
達
成
感
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
「
デ
ス
ク
」
で
す
。
机
に
へ
ば
り
つ
い
て
仕
事
を
し
て
い

る
人
、
と
い
う
意
味
。
朝
刊
は
午
後
一
時
半
前
後
に
着
席
し
、
仕

事
が
終
わ
る
の
は
午
前
二
時
ご
ろ
。
紙
面
の
質
を
担
保
す
る
の
が

役
目
で
す
。
ど
の
記
事
を
ど
の
面
で
扱
う
か
を
、
日
々
判
断
し
て

い
ま
す
。
例
外
的
な
の
で
す
が
、
一
昨
年
は
甲
子
園
球
場
で
、
高

校
野
球
の
警
備
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

紙
面
で
の
扱
い
を
誤
る
と
、
読
者
か
ら
お
叱
り
を
受
け
ま
す
。

つ
い
先
日
も
、
原
発
再
稼
働
の
記
事
が
少
な
い
と
指
摘
さ
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
面
の
見
出
し
で
「
だ
じ
ゃ
れ
が
多
す
ぎ
る
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
褒
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
す
が
。

文
学
を
読
む
喜
び
を
知
る
授
業
を

�

坂
井
　
二
三
絵

　

私
は
、
二
〇
〇
二
年
に
大
阪
大
学
文
学
部
を
卒
業
し
、
大
阪
大

学
大
学
院
に
進
学
し
て
日
本
近
代
文
学
を
専
攻
し
、
二
〇
一
〇
年

に
博
士
後
期
課
程
を
修
了
し
ま
し
た
。
大
学
院
在
籍
中
か
ら
私
立

高
校
等
で
非
常
勤
講
師
を
経
験
し
、
二
〇
一
二
年
か
ら
、
大
阪
府

立
大
学
工
業
高
等
専
門
学
校
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

工
業
高
等
専
門
学
校
、
略
し
て
高
専
は
、
五
年
制
の
高
等
教
育

機
関
で
、一
五
歳
か
ら
二
〇
歳
ま
で
の
学
生
が
、エ
ン
ジ
ニ
ア
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
べ
く
学
ん
で
い
ま
す
。
学
生
は
、
普
通
高
校
と
同
じ

一
般
教
育
の
授
業
も
受
け
な
が
ら
、
一
年
生
か
ら
工
学
の
専
門
授

編
集
セ
ン
タ
ー
と
い
う
と
こ
ろ

�

安
河
内
　
敬
志

　

整
理
部
（
い
ま
は
編
集
セ
ン
タ
ー
と
言
い
ま
す
）
に
異
動
が
決

ま
っ
た
時
に
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
た
め
に
新
聞
記
者
に
な
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
と
落
ち
込
み
ま
し
た
。

　

阪
神
大
震
災
と
オ
ウ
ム
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
き
た
年
に

入
社
し
、
宇
都
宮
へ
。
初
め
て
褒
め
ら
れ
た
の
は
、
半
年
過
ぎ
た

頃
の
、支
局
前
に
積
も
っ
た
雪
か
き
。「
腰
が
据
わ
っ
て
い
る
」
と
。

学
生
時
代
の
発
掘
経
験
が
活
き
ま
し
た
。

　

特
ダ
ネ
は
書
け
な
か
っ
た
け
ど
、
記
者
生
活
は
楽
し
か
っ
た
。

で
も
四
年
後
に
「
整
理
部
へ
」。

　

こ
れ
ま
で
の
知
識
も
、
経
験
も
何
一
つ
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
内

勤
に
な
り
、
自
分
が
任
さ
れ
た
面
で
、
何
を
ト
ッ
プ
に
し
て
、
ど

う
い
う
見
出
し
を
つ
け
て
、
ど
の
く
ら
い
の
大
き
さ
で
扱
い
、
ど

の
原
稿
を
ボ
ツ
に
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
判
断
し
、
レ
イ
ア
ウ

ト
用
紙
に
下
書
き
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
で
組
み
上
げ
る
。

　

作
業
の
最
中
に
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
き
て
、
大
き
く
組

み
替
え
る
の
も
ざ
ら
。
東
日
本
大
震
災
の
時
は
締
め
切
り
直
後
に

「
原
発
の
炉
心
溶
融
」
が
入
り
、
輪
転
機
を
止
め
て
入
れ
ま
し
た
。

同
窓
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

同
窓
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

同
窓
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

同
窓
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

坂井二三絵（さかい　ふみえ）
1998年　大阪大学文学部人文学科
入学
2002年　同　卒業（日本文学国語
学専攻）
大阪大学大学院文学研究科へ進学
2011年　学位博士（文学）取得
研究テーマ「明治文学における〈装い〉」
2012年より大阪府立大学工業高等
専門学校に勤務

安河内敬志（やすこうち　たかし）
1991年4月　文学部入学
  95年3月　同史学科卒業（考古
学専攻）
  95年4月　朝日新聞入社、宇都
宮支局へ配属。警察・高校野球・
宇都宮市政など担当
  97年4月　奈良支局へ。警察・
文化財・県政・教育など
  99年5月　橿原通信局へ。管内
の発生もの（事件事故）や行政・
文化財などを1人でこなす
2001年9月　大阪本社整理部へ。
地域面やニュース面作成など
  07年5月　西部編集センター（福
岡）へ。北京五輪の紙面作成など
  13年11月　大阪編集センター
へ。16年参院選の紙面責任者など

会社に来たくまモンと。肩を揉んでくれました。
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　文学部創立60周年（平成20年）の折に創設しました「教育ゆめ基金」は、文学部・文学研究科の教育
活動を支援していただくための基金です。この基金は、人文学教育の国際化、学生の海外留学支援、
留学生の支援、優秀な学生への奨学金等、もっぱら優秀な人材を育成するための教育助成を目的とし
ています。2013年秋に大阪大学「未来基金」と窓口統合したことにより、いっそう多くの同窓生ならびに
教職員の皆様より、2018年度総計165万円ほどのご寄付をいただきました。ご厚情に心よりお礼申し上
げますとともに、今後ともご支援を賜りますようお願い申し上げます。� （文学研究科長　福永 伸哉）

◆「教育ゆめ基金」のご報告◆
いつでも、お心のままにご寄付いただければ幸いです

 2018年1月〜2018年12月「教育ゆめ基金」寄付者リスト（敬称略・五十音順）
浅田　博之
天野　一平
粟根　功雄
石橋　順子
石原　　実
岩佐　敦彦
浦﨑なぎさ
榎原　美樹

大河原健太郎
大坪　利絹
大野篤一郎
大村　睦子
奥村　忠男
加地　宏江
片倉　　穰
金子　展大

上山　　泰
川井　紀子
河上　誓作
川添　一郎
岸　　彰則
北川　清仁
北泊謙太郎
北原　靖明

北村　　登
木村　和実
熊谷　憲八
黒川　行信
黒羽　茂子
桑田　光子
小谷晋一郎
小林　正人

小松　洋一
小山　高正
斎藤芙美子
佐々木　実
澤田和加子
沈　　国威
千貫　菊子
蘇　　啓誠

染川　清美
髙見　寛信
千葉孝一朗
土池　敏子
中川　慶子
中原　　計
中村　桂子
西尾　元伸

場知賀礼文
濵吉　繁子
平岩　　静
平田　雅子
深水香津子
福田　治子
藤田　隆則
古川　敏之

堀川　幹夫
松田　孝一
松田　順子
南　　秀明
宮川　文子
三宅　　葵
宮本　孝二
村江　美紀

森山　貴仁
安田　篤生
山口　敬嗣
山田　一子
山田二三夫
李　　云平
渡辺　晶夫

このほか、
氏名掲載を
希望されな
い方16名

◆「教育ゆめ基金」の支出（見込）（2018年4月－2019年3月）
◦文学部海外留学支援制度奨学金　720,000円（4名分）◦文学研究科大学院生海外調査等助成　
480,000円（5名分）◦エラスムス・ムンドゥス留学生奨学金　288,000円（2名分）　計 1,488,000円
※2018年度末残額（見込）：11,031,000円

　日本史研究室の同窓会的組織である待兼山史友会は、1986年4月13日
にその産声をあげました。「同窓会」発足のきっかけとなったのは、
1986年2月に開催された黒田俊雄先生の還暦記念パーティーであったと
伝え聞いています。1948年秋に開設された国史研究室（現、日本史研
究室）では、年に3～ 4回程度の『研究室通信』の刊行と、1～ 2年毎
の『研究室名簿』（同窓会名簿を兼ねる）の作成とを通じて、卒業・修
了生と研究室とをつなぐ役割を果たしてきました。しかしながら、大学
紛争などを背景として『研究室通信』の刊行も途絶えてしまいました。
そのため、年1回程度の会合を開いて、卒業・修了生との交流や同窓生
相互の交歓を深めることを目的とした待兼山史友会が結成されたのです。
　もとより「同窓会」の名称が最初から待兼山史友会と決まっていた訳
ではなかったようです。「同窓会」の準備段階では「国史談話会」「日本
史懇談会」「待兼山史談会」などの名称が挙げられていました。これら
の名称からは、この「同窓会」組織が談話を聞くこと、換言すれば、形
式張らない発表を聞いて意見交換をすること、を待兼山史友会の事業の
柱として当初から構想していたことがうかがえます。現在の待兼山史友
会の活動としては、①総会の開催（年1回）、②会員名簿の作成（3年に
1回）と会報の刊行（年1回）、③新入生歓迎旅行・研究室旅行・予餞会
の案内などがあげられますが、
これらの活動内容は1986年の
発足当初から基本的には変
わっていません。今後も、卒業・
修了生と現役世代をつなぐ同
窓会的組織として、この待兼
山史友会が皆さんのお役に立
つよう活動していきたいと思
います。

　ドイツ文学研究室では、毎年同窓会を開いていた時代がありまし
た。その後、卒業生・修了生を中心に組織する大阪大学ドイツ文学
会の活動が軌道に乗ってからは、その総会・研究発表会が同窓会の
側面も併せもつようになり、現在にいたっています。
　大阪大学ドイツ文学会は、もともと片山良展先生の還暦をお祝い
する事業として1985年にスタートした「独文学報」刊行会が発展し
たかたちです。片山先生が命名され、また表紙題字に筆を振るわれ
た雑誌『独文学報』は、研究成果発表の機会を得るのに苦労しがち
な若手にチャンスを与えるために創刊された、当時の先輩方の尽力
の賜物で、今年（2018）で34号を数えることになりました。論文執
筆者は引用個所のドイツ語原文も提出して編集委員会の査読を受け
るという、類例のすくない厳格な方式は、片山先生から中村元保、
林正則両先生へと受け継がれてきた阪大独文の学問伝統をふまえて
います。
　研究発表会ではかならずベテラン会員に（研究発表ではなく）講
演をしていただいており、これまでにも中村先生、林先生のみならず、
深見茂、平田達治、鎌田道生、渡邊洋子、春山清純といった諸先輩に、
長年のお仕事にもとづいた含蓄豊かなお話を伺ってきました。懇親
会では参加者全員がそれぞれ近況報告をするなど、親睦にも努めて
います。毎年11月後半から12月初旬にかけての研究室恒例行事になっ
ていて、卒業生・修了生の皆さまにはどなたでもご参加いただけます。
ぜひいちど様子を見にお越しください。
　現在の研究室は三谷研爾教授、吉田耕太郎准教授、クラウス・テ
ルゲ特任講師の3名で、18世紀から現代までのドイツ語圏の文学・文
化をひとわたりカバーする指導態勢です。ドイツ語圏を越えて中欧
全体を視野に収めた研究・教育に取り組むよう心がけ、また文学と
音楽・美術などとのつながり、さらに日本におけるドイツ文化につ
いても、若いひとたちと一緒に考えていきたいと思っています。

文学部・文学研究科では、多くの研究室がそれぞれ独自の同窓会活動を行っています。
今回は、こうした活動のうち、日本史とドイツ文学のものを紹介いたします。

師資相承� 三谷　研爾 卒業・修了生と現役世代をつなぐ
―発足当初の待兼山史友会と現在―� 北泊　謙太郎
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大阪大学文学部・文学研究科同窓会

　
「
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
」、
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
を
こ
の
三
月
に
定
年

退
職
す
る
に
あ
た
り
、
本
研
究
科
刊
行
の
『
待
兼
山
論
叢
』
の
「
研
究

の
視
点
」
を
こ
の
言
葉
で
結
び
ま
し
た
。「
存
在
理
由
」や「
存
在
意
義
」

を
意
味
す
る
こ
の
フ
ラ
ン
ス
語
は
、
私
の
学
生
時
代
の
恩
師
の
一
人
が

よ
く
口
に
さ
れ
て
い
た
言
葉
で
す
。
そ
の
先
生
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
・

文
学
の
世
界
的
権
威
の
一
人
で
、
若
い
頃
パ
リ
で
研
究
さ
れ
、
ソ
ル
ボ

ン
ヌ
大
学
の
教
授
と
の
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
共
著
も
あ
り
ま
す
。
先
生

が
「
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
」
と
お
っ
し
ゃ
る
時
は
、
母
校
の
大
学
や
イ
ン

ド
学
講
座
の
存
在
理
由
・
意
義
を
指
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
記
憶
し
ま

す
が
、
私
が
「
研
究
の
視
点
」
で
意
図
し
た
の
は
イ
ン
ド
学
・
仏
教
学

の
研
究
者
と
し
て
の
存
在
理
由
・
意
義
で
し
た
。

　

こ
の
「
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
」
と
い
う
言
葉
を
知
る
以
前
、
高
校
か
ら

大
学
の
教
養
部
の
頃
、
私
は
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
と
い
う
思

い
に
か
ら
れ
、
自
分
自
身
の
「
存
在
意
義
」
を
問
い
、
人
に
も
尋
ね
、

そ
れ
で
も
納
得
の
い
く
答
え
を
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
空
し
く
時
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
く
最
近
に
な
っ
て
、
私
の
研
究
対
象
で
あ
る

イ
ン
ド
仏
教
の
「
縁
起
」
の
思
想
の
中
に
、
こ
の
問
い
に
関
す
る
ヒ
ン

ト
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。「
縁
起
」
は
元
来
、
仏
教
用

語
で
す
が
、
現
代
日
本
語
の
「
縁
起
」
と
異
な
り
、「
因
果
の
理
」
が

本
来
の
意
味
で
、
そ
こ
で
は
、
月
と
ス
ッ
ポ
ン
の
間
に
も
、
互
い
に
他

者
の
存
在
を
妨
害
し
な
い
と
い
う
あ
り
方
で
の
因
果
関
係
を
認
め
ま

す
。
す
る
と
、
宇
宙
の
万
物
は
、
全
て
互
い
に
因
果
関
係
に
あ
り
、
必

ず
何
ら
か
の
影
響
を
他
に
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
無

意
味
な
も
の
な
ど
何
一
つ
宇
宙
に
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
哲
学
講
座
の
教
員
で
し
た
が
、
研
究
対
象
の
イ
ン
ド
学
・
仏
教

学
は
西
洋
哲
学
と
は
研
究
方
法
が
大
幅
に
異
な
り
、
自
分
が
哲
学
講
座

の
教
授
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
何
か
お
こ
が
ま
し
い
よ
う
な
感
覚
を
常

に
懐
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、「
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
」
と
い
う
言
葉
が

哲
学
用
語
で
あ
る
こ
と
を
最
近
知
り
、
最
後
の
「
研
究
の
視
点
」
を
こ

の
言
葉
で
結
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
よ
う
や
く
少
し
ば
か
り
そ
の
感
覚
か

ら
解
き
放
た
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

学
生
に
と
っ
て
大
学
を
含
め
た
学
校
と
い
う
場
は
、
一
つ
の
通
過
点
で
あ
る
に
過
ぎ

な
い
の
が
普
通
で
あ
り
、
そ
れ
が
健
全
な
姿
で
も
あ
ろ
う
。
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い

限
り
、
教
員
が
学
生
か
ら
感
謝
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
世
に
「
謝
恩
会
」
な

る
場
が
あ
り（
私
の
所
属
し
て
い
た
日
本
文
学・国
語
学
研
究
室
で
は「
惜
別
会
」）、卒・

修
了
式
後
に
感
謝
の
意
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
種
の
儀
礼
的
な

も
の
で
あ
ろ
う
（
儀
礼
的
で
あ
る
こ
と
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
）。

　

大
阪
大
学
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
経
て
、
学
生
が
直
接
私
の
研
究

室
ま
で
来
て
、
感
謝
の
意
を
伝
え
に
来
る
機
会
が
二
つ
ほ
ど
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

一
つ
は
博
士
後
期
課
程
の
大
学
院
生
に
限
ら
れ
る
が
、
日
本
学
術
振
興
会
の
特
別
研

究
員
に
採
用
さ
れ
た
時
で
あ
る
。
こ
れ
は
学
生
が
研
究
に
専
念
で
き
る
よ
う
経
済
的

支
援
を
し
、
研
究
費
を
支
給
し
て
く
れ
る
制
度
で
あ
る
が
、
二
～
三
年
間
の
研
究
計

画
を
ま
と
め
た
申
請
書
を
提
出
し
、
審
査
を
受
け
て
採
択
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
研

究
者
で
こ
れ
に
相
当
す
る
の
が
科
学
研
究
費
補
助
金
（
通
称
、
科
研
費
）
で
あ
る
が
、

私
は
ほ
ぼ
途
切
れ
な
く
こ
の
科
研
費
の
交
付
を
受
け
て
き
た
。
要
は
ア
イ
デ
ィ
ア
さ

え
浮
か
べ
ば
、こ
の
手
の
申
請
書
書
き
が
得
意
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
あ
る
時
期
か
ら
、

自
分
の
指
導
学
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
う
で
な
い
学
生
に
も
直
接
「
早
く
書
け
」

「
早
く
持
っ
て
来
い
」
と
声
を
か
け
、
持
っ
て
き
た
学
生
に
は
何
度
で
も
助
言
や
添
削

を
し
、
一
緒
に
研
究
課
題
名
を
考
え
た
り
し
た
。
全
員
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

た
が
、
か
な
り
の
学
生
が
採
択
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
自
分
の
「
福
」
を
分
け

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
嬉
し
か
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
そ
れ
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
私
が
就
職
に
関
す
る
仲
介
を
し

た
り
相
談
に
乗
り
、
結
果
と
し
て
採
用
が
決
ま
っ
た
際
で
あ
る
。
文
学
部
の
と
く
に

女
子
の
学
生
は
、
固
い
選
択
を
好
む
傾
向
が
あ
り
、
教
員
や
公
務
員
の
志
望
者
が
多

い
。
評
判
に
な
っ
て
い
る
書
籍
や
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
を
仕
入
れ
て
お
き
、
機
会
が
あ
れ

ば
そ
れ
を
学
生
に
積
極
的
に
伝
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
あ
る
時
に
は
、
薦
め
た
本

が
面
接
試
験
の
場
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
学
生
は
無
事
と
あ
る
県

庁
に
採
用
さ
れ
た
。
中
高
一
貫
校
の
現
場
の
先
生
か
ら
、教
員
志
望
の
学
生
が
い
た
ら
、

採
用
試
験
を
受
験
す
る
よ
う
薦
め
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
お
薦
め

で
き
る
優
秀
な
学
生
が
周
り
に
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
う
ま
く
仲
介
で
き
た
こ
と

が
何
度
か
あ
っ
た
。
私
に
何
ら
か
の
関
わ
り
の
あ
っ
た
学
生
が
、
よ
い
キ
ャ
リ
ア
を
築

い
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
、
教
員
と
し
て
無
上
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

私
は
十
八
歳
の
と
き
に
四
国
か
ら
出
て
き
て
、
阪
大
文
学
部
に
入
学
し
ま
し

た
。
そ
の
ま
ま
大
学
院
に
進
学
し
助
手
に
な
り
、
あ
る
私
学
に
勤
務
し
、
そ

の
後
助
教
授
と
し
て
文
学
部
に
戻
り
、
そ
の
後
教
授
に
な
り
、
い
よ
い
よ
今
年

六
十
五
歳
で
定
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
入
学
し
て
か
ら
四
十
七
年

が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
多
く
の
先
生
方
や
先
輩
に
教
え
を
受
け
、
友
人
た
ち

と
切
磋
琢
磨
し
て
き
ま
し
た
。
教
師
と
な
っ
て
か
ら
は
同
僚
や
多
く
の
優
秀
な

学
生
た
ち
か
ら
刺
激
を
受
け
、
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
良
い
学
生
で
あ
る
こ
と
は
、（
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
）
よ
く
勉
強
す

る
学
生
だ
と
思
う
の
で
、
自
分
が
好
き
な
こ
と
を
一
生
懸
命
や
れ
ば
よ
い
の
で

簡
単
だ
と
思
う
の
で
す
。
よ
い
教
師
と
い
う
の
は
、
よ
い
学
生
を
育
て
る
こ
と

だ
と
す
る
と
、
学
生
に
よ
く
勉
強
さ
せ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も

大
学
で
の
勉
強
は
、
強
制
し
て
や
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
の
で
、
教
師
に
出
来
る
こ
と
は
勉
強
す
る
よ
う
に
促
す
こ
と
だ
け
で
す
。
昔

あ
る
先
生
に
、
教
師
の
力
量
は
、
学
生
の
出
来
に
つ
ぶ
さ
に
反
映
す
る
と
、
伺
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
よ
い
教
師
で
あ
る
た
め
に
は
、
優

れ
た
研
究
者
や
人
間
で
あ
る
こ
と
が
一
番
重
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
に
考
え
て
、
研
究
者
と
し
て
私
な
り
に
頑
張
っ
て
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、

結
果
に
つ
い
て
は
皆
様
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
が
阪
大
に
入
学
し
た
昭
和
四
十
七
年
は
、
学
部
か
ら
人
間
科
学
部
が
分
か

れ
た
最
初
の
年
で
、
人
間
科
学
部
一
期
生
と
同
じ
学
年
で
し
た
。
一
学
年
の
定

員
は
、
八
〇
名
で
、
そ
れ
に
応
じ
て
大
学
院
生
の
数
も
現
在
よ
り
も
少
な
か
っ

た
で
す
。
そ
の
た
め
、
学
生
同
士
の
交
流
も
、
教
師
と
学
生
の
交
流
も
、
今
よ

り
も
は
る
か
に
密
で
あ
っ
た
よ
う
に
お
も
い
ま
す
。
今
は
、
院
生
は
業
績
づ
く

り
に
追
わ
れ
、
教
員
は
運
営
業
務
と
多
様
な
種
類
の
授
業
と
科
研
の
仕
事
に
追

わ
れ
、
留
学
生
の
世
話
と
海
外
で
の
研
究
発
表
に
追
わ
れ
て
忙
し
く
な
り
、
学

生
と
教
師
の
関
係
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
た
と
お
も
い
ま
す
。
変
化
す
る
大
学

の
中
で
、
私
が
ア
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
よ
う
や
く
二
度
目
の
卒
業
を
迎
え
ら

れ
る
の
は
、
同
僚
、
学
生
、
事
務
方
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
大
学
を
辞
め
な
い
と
研
究
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、
皮
肉
な
状

況
で
す
が
、
二
度
目
の
卒
業
を
迎
え
て
、
こ
れ
か
ら
自
由
に
研
究
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
し
て
い
ま
す
。

略歴
1954年、和歌山県生まれ。京
都大学大学院文学研究科博士
後期課程指導認定退学。京都
大学文学部助手、華頂短期大
学助教授を経て、1996年4月
大阪大学文学部に着任。著書
に、『不殺生（アヒンサー）の
動機・理由──インド仏教文
献を主資料として──』（龍谷
大学現代インド研究センター）、

『ブッダゴーサの著作に至る
パーリ文献の五位七十五法対
応語―仏教用語の現代基準
訳語集および定義的用例集
―』（編著代表、山喜房佛書
林）、『スッタニパータ［釈尊
のことば］全現代語訳』（共著、
講談社学術文庫）など。

略歴：
1962年名古屋市生まれ。名
古屋大学大学院文学研究科
博士後期課程中退。国文学
研究資料館、愛知県立大学
文学部を経て、2006年4月
大阪大学文学研究科に着任。
編著書に『河内本源氏物語
校異集成』（風間書房）、『伊
勢物語校異集成』（和泉書院）。

略歴
1953年、香川県生まれ。大
阪大学文学研究科（哲学哲
学史第二講座）博士後期課
程単位取得退学。大阪大学
文学部助手、大阪樟蔭女子
大学講師、助教授を経て、
大阪大学文学部に着任。著
書に『ドイツ観念論の実践
哲学研究』、編著に『ボラン
ティア論を学ぶ人のために』、

『コミュニケーション理論の
射程』、『フィヒテ知識学の
全容』

退
職
さ
れ
る
先
生
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
五
十
音
順
）

◆
学
生
と
し
て
卒
業
︑そ
し
て
教
師
と
し
て
卒
業

�

入
江
　
幸
男

◆
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル

�

榎
本
　
文
雄

◆
学
生
か
ら
感
謝
さ
れ
る
二
つ
の
こ
と
が
ら

�

加
藤
　
洋
介
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二
〇
〇
九
年
に
、
文
学
研
究
科
の
文
化
動
態
論
専
攻
文
学
環
境
論

コ
ー
ス
に
着
任
し
ま
し
た
。
大
阪
外
国
語
大
学
と
の
合
併
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
専
攻
の
ポ
ス
ト
で
、
文
化
形
態
論
専
攻
の
比
較
文
学
専
門

分
野
を
兼
担
し
、
外
国
語
学
部
日
本
語
専
攻
の
教
授
で
も
あ
る
と
い

う
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
三
つ
の
所
属
を
何
と
か
勤
め
上
げ
て
き

た
日
々
で
し
た
。

　

私
は
、
日
本
近
代
文
学
を
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
文
学

作
品
そ
の
も
の
の
研
究
と
と
も
に
、
作
品
の
入
れ
物
に
も
興
味
を
持

ち
、
近
代
の
本
や
雑
誌
の
あ
り
よ
う
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
、
自

分
で
「
書
誌
出
版
文
化
学
」
な
ど
と
名
づ
け
つ
つ
、
私
な
り
の
文
学

環
境
論
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

大
阪
大
学
の
文
学
部
・
文
学
研
究
科
で
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
同
じ

対
象
に
向
か
っ
て
複
数
の
講
座
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
こ
と

で
し
た
。
例
え
ば
、
日
本
近
代
文
学
を
研
究
し
た
い
学
生
の
場
合
、

日
本
文
学
・
比
較
文
学
・
文
学
環
境
論
の
ど
こ
か
ら
入
っ
て
も
よ
く
、

入
り
口
を
選
べ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
他
大
学
に
な
い
特
色
で
、

そ
れ
は
ま
た
、
ど
こ
か
ら
入
る
に
し
て
も
、
別
の
入
り
口
か
ら
の
授

業
も
受
け
ら
れ
、
別
の
講
座
の
学
生
と
も
専
門
的
な
話
が
で
き
る
と

い
う
、
希
有
な
利
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
驚
い
た
の
は
、
留
学
生
の
多
さ
で
、
私
の
と
こ
ろ
へ
も
研
究

生
と
し
て
指
導
し
て
ほ
し
い
と
い
う
、
海
外
か
ら
の
メ
ー
ル
が
ひ
っ

き
り
な
し
に
届
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
私
の
指
導
す
る
院
生
を
集

め
た
ゼ
ミ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
留
学
生
と
い
う
年
も
あ
り
、
文
化
も
母

語
も
異
な
る
院
生
た
ち
が
、
日
本
近
代
文
学
の
研
究
を
共
有
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
を
発
表
し
議
論
し
あ
う
、
貴
重
な
場
に
い
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
の
喜
び
や
幸
運
は
、
仕
事
に
追
わ
れ
る
中

で
は
十
分
自
覚
で
き
て
い
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
、
輝

か
し
い
日
々
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
る
で
し
ょ

う
。
時
に
、
文
学
環
境
論
コ
ー
ス
の
院
生
室
が
、
夜
も
灯
火
の
消
え

な
い
、
研
究
と
交
友
と
の
詰
ま
っ
た
、
暖
か
く
や
わ
ら
か
な
空
間
に

な
っ
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
が
た
い
思
い
出
で
す
。

　
い
く
つ
も
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を
体
験
で
き
る
上
に
、
習
得
し
て

き
た
も
の
も
発
想
も
思
考
方
法
も
異
な
る
学
生
が
集
う
と
い
う
の
は
、

こ
の
大
学
の
文
学
部
・
文
学
研
究
科
な
ら
で
は
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
の
力
で
は
、ま
だ
ま
だ
活
用
で
き
な
い
部
分
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

学
生
院
生
諸
君
が
、
こ
の
他
に
類
の
な
い
長
所
を
生
か
し
、
そ
れ
を

十
分
に
利
用
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
を
進
め
て
行
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
自
分
が
そ
の
よ
う
な
環
境
の

中
で
す
ご
せ
た
こ
と
を
、
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

二
〇
一
六
年
四
月
に
着
任
し
て
か
ら
三
年
間
、
大
阪
大
学
の
卒
業

生
・
教
職
員
・
学
生
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
漢
文
学
と
い
う
、
少
し
風
変
り
な
分
野
を
専
攻
す
る
私
に

と
っ
て
、
江
戸
時
代
の
日
本
で
漢
詩
文
が
読
み
書
き
さ
れ
た
多
様
な

局
面
や
そ
の
記
録
を
思
い
存
分
取
り
上
げ
る
授
業
を
持
た
せ
て
頂
け

た
の
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。
日
本
の
学
問
・
政
治
・

文
化
の
中
枢
を
漢
学
・
漢
文
学
が
長
ら
く
担
っ
て
き
た
こ
と
を
よ
く

理
解
し
、
関
心
を
示
し
て
下
さ
っ
た
国
内
外
か
ら
の
院
生
・
学
部
生
・

研
究
生
の
存
在
に
は
い
つ
も
大
い
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

日
本
文
学
・
国
語
学
の
先
生
方
を
は
じ
め
と
し
て
、
隣
接
分
野
の
中

国
文
学
・
中
国
哲
学
・
比
較
文
学
・
日
本
学
・
日
本
語
学
・
美
術
史

の
先
生
方
、
ま
た
仏
文
学
・
独
文
学
・
英
語
学
・
音
楽
学
な
ど
の
先

生
方
に
至
る
ま
で
、
未
熟
な
私
を
温
か
く
導
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

大
阪
大
学
ご
出
身
の
日
本
文
学
研
究
者
の
皆
様
に
も
常
々
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
お
一
人
の
ご
紹
介
に
よ
り
、
天
満
橋
近

く
で
煎
茶
と
挿
花
の
稽
古
を
始
め
ま
し
た
。
大
坂
・
大
大
阪
の
優
美

な
文
化
を
肌
で
感
じ
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
よ
り
、

ロ
ン
ド
ン
の
日
本
研
究
者
を
中
心
と
し
て
、
近
世
大
坂
文
人
た
ち
の

合
作
に
焦
点
を
当
て
た
共
同
研
究
も
始
動
す
る
予
定
で
す
。
ど
こ
ま

で
も
洗
練
さ
れ
、
常
に
上
質
な
も
の
を
希
求
し
な
が
ら
、
肩
を
い
か

ら
せ
な
い
浪
華
の
文
化
は
、
余
裕
（
遊
び
の
部
分
）
を
作
っ
て
お
く

こ
と
が
、
個
々
の
生
活
に
お
い
て
も
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
、
い

か
に
大
切
で
あ
る
か
を
忘
れ
が
ち
な
世
の
人
に
有
益
な
指
針
を
与
え

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
海
内
・
海
外
を
問
わ
ず
、
世
界
に
広
く
紹
介

さ
れ
て
当
然
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
私
個
人
の
研
究
は
単
な
る
力

不
足
の
故
に
江
戸・加
賀
に
偏
っ
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
は
大
坂・

京
都
・
紀
州
の
研
究
に
こ
そ
意
を
注
い
で
参
り
た
い
所
存
で
す
。

　

本
年
四
月
か
ら
は
、
東
京
都
立
川
市
に
あ
る
国
文
学
研
究
資
料

館
の
研
究
部
で
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大
阪
大
学
の
皆
様

か
ら
頂
き
ま
し
た
御
恩
と
御
厚
情
に
、
ま
だ
ま
だ
十
分
に
は
お
応
え

で
き
て
い
な
い
時
点
で
の
転
出
と
な
り
、
甚
だ
心
苦
し
い
次
第
で
す

が
、
同
資
料
館
は
大
学
共
同
利
用
機
関
で
あ
り
、
国
内
外
の
大
学
や

研
究
者
と
広
く
連
携
し
な
が
ら
日
本
文
学
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を

使
命
と
し
て
お
り
ま
す（
こ
こ
で
い
う「
文
学
」と
は
広
義
の
そ
れ
で
、

書
物
に
記
し
遺
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
含
み
ま
す
）。
今
後
と
も
、

大
阪
大
学
の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
末
永
く
、
御
教
導
の

程
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

略歴
1954年奈良県生まれ。京都
大学大学院文学研究科修士
課程修了。大阪女子大学助
教授、京都光華女子大学教
授等を経て、大阪大学に着
任。著書に、『芥川文学の方
法と世界』（和泉書院）、『「羅
生門」の世界と芥川文学』（大
阪大学出版会）。書誌研究に、

『漱石全集』第27巻「単行
本書誌」（岩波書店）など。

略歴
1985年生まれ。米国ハーバー
ド大学（学士課程）。東京大
学大学院総合文化研究科（比
較文学比較文化分野）修士
課程修了・博士課程単位取
得満期退学。論文に「山本
北山の技芸論―擬古詩文批
判の射程」『近世文藝』第
99号（2014）、「 室 鳩 巣 の
中秋詩―盛唐詩の受容と儒
臣像の形成」『日本漢文学研
究』第13号（2018）など。

◆
大
坂
の
文
化
を
世
界
に

�

山
本
　
嘉
孝

◆
恵
ま
れ
た
場
所
・
多
彩
な
人
た
ち

�

清
水
　
康
次

事
務
局
便
り

●
お
知
ら
せ

◇『
文
学
部
・
文
学
研
究
科
　
卒
業
生
・
修
了
生
名
簿
』（
二
〇
一
七
年
版
）
に
つ
い
て

　

二
〇
一
七
年
三
月
刊
行
の
『
大
阪
大
学
文
学
部
・
文
学
研
究
科
卒
業
生
・
修
了
生

名
簿
』
ご
購
入
を
随
時
承
っ
て
お
り
ま
す
。
頒
価
（
五
千
四
百
円
・
送
料
込
）
で
お

送
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
名
簿
の
ご
購
入
は
同
窓
会
会
員
の
方
に
限
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
入
会
が
お
済
み
で
な
い
同
窓
生
の
方
に
は
入
会
手
続
き
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。な
お
、新
規
に
同
窓
会
終
身
会
費（
一
万

円
）
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
方
の
う
ち
、
希
望
さ
れ
る
方
に
一
冊
謹
呈
し
て
お
り

ま
す
。
振
込
用
紙
通
信
欄
に
名
簿
希
望
の
旨
を
お
書
き
添
え
下
さ
い
。

　

ご
購
入
希
望
の
場
合
は
以
下
の
郵
便
振
替
口
座
に
所
定
の
金
額
を
お
振
込
み
下
さ

い
。
ご
入
金
確
認
後
、
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
購
入
に
際
し
ご
質
問
等
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
同
窓
会
事
務
局
ま
で
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
同
窓
会
へ
の
ご
寄
付
に
つ
い
て

　

同
窓
会
で
は
、
寄
付
金
（
一
口
二
千
円
）
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
・

今
年
度
と
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
八
頁
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
た
皆
様
の
御
芳
名
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
お
願
い

◆
住
所
変
更
に
つ
い
て

　

住
所
変
更
・
勤
務
先
変
更
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、必
ず
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
一

報
下
さ
い
。名
簿
へ
の
住
所
、電
話
番
号
等
の
記
載
拒
否
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、そ

の
旨
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

●
大
阪
大
学
文
学
部
・
文
学
研
究
科
同
窓
会

◆
会
長
：
柏
木 

隆
雄
（
Ｓ
四
四
卒
）

◆
副
会
長
：�

大
西 

愛
（
Ｓ
四
〇
卒
）、
玉
井 

暲
（
Ｓ
四
四
卒
）

◆
事
務
局
メ
ン
バ
ー

事
務
局
長
：
舟
場 

保
之
（
Ｓ
六
一
卒
））

総
務
：
高
木 

千
恵
（
Ｈ
一
〇
卒
）

企
画
：
田
口 

宏
二
朗
（
Ｈ
六
卒
）、
田
中
英
里
（
Ｈ
一
〇
卒
）

広
報
：
斎
藤 

理
生
（
Ｈ
一
〇
卒
）、
中
尾 

薫
（
Ｈ
一
五
修
）

会
計
・
事
務
局
補
佐
：
米
田
恵

●
住
所
…
〒
５
６
０ 

‐ 

８
５
３
２ 

豊
中
市
待
兼
山
町一番
五
号

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
…http://w

w
w
.let.osaka-u.ac.jp/dousou/

●
事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
…dousoukai@

let.osaka-u.ac.jp

【
名
簿
購
入
代
金・終
身
会
費
の
お
支
払
い
、ご
寄
付
の
受
付
】

　

口
座
番
号　

０
０
９
４
０
―

１
―

７
９
０
４
３

　

加
入
者
名　

大
阪
大
学
文
学
部
同
窓
会
事
務
局

　
＊
お
手
数
で
す
が
、通
信
欄
に
①
卒
業・修
了
年
、②
専
攻・専
修
名
を
ご
記
入
下
さ
い
。
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　2018年5月12日に第9回同窓会講座『文学と音楽
の午後』が行われました。第一部は、文学研究科
教授・和田章男先生（仏文）に「文学と音楽が出
あうとき―フランス人作家によるベートーヴェン
受容―」というテーマでご講演いただきました。
老い・病をキーワードとしてプルーストがベー
トーヴェンの後期の弦楽四重奏(特に15番)を好ん
だ理由の謎解きが鮮やかに示されました。第二部
では、茶菓が振舞われる中、阪大交響楽団卒団員
によってこの第15番が演奏されました。終始和や
かな雰囲気の会となりました。

第9回
大阪大学文学部・文学研究科

同窓会講座報告

第10回大阪大学文学部・文学研究科
同窓会講座のご案内

2019年5月12日（日）15時00分～17時00分
「阪大東洋学の最前線」

● 仏教学や植民地学の系譜を承け、わが国における「東洋学」
は世界レベルの蓄積と水準を誇る分野のひとつです。
　 今回は、トルコ学、およびインド=イラン学研究の最前線で
活躍する本学教員より、歴史学・哲学・文献学をめぐる議論
の一端を紹介いたします。
　 （講演後はトルコ料理かインド料理を楽しむ会合を設ける所存です）

※会　場：大阪大学文学部 本館2F 大会議室
※講　師：松井太先生（本学教授）
 「モンゴル時代シルクロードの仏教巡礼」
　　　　　堂山英次郎先生（本学教授）
 「閻魔大王の原像を求めて─インド・イラン的視点から─」
※参加費：無料

●お申し込み方法
氏名・卒業（修了）年次・専攻を明記の上、メール又はハガキで
下記連絡先までお申し込みください。
※応募締切は、2019年4月30日（火）です。
※応募多数の場合は先着順とさせていただきます（定員70名）。
メール：dousoukai@let.osaka-u.ac.jp
住所：〒560-8532　大阪府豊中市待兼山町1-5
　　　大阪大学文学部・文学研究科同窓会 宛

日時：2019年6月8日（土）
 14：00～17：00
場所：大阪大学会館　講堂
定員：200名（要事前申し込み）
主催：文学研究科
共催：文学部・文学研究科同窓会

登壇者と講演題目：
　山崎正和「社交と思考」
　鷲田清一「双葉の思考」
　天野文雄「能楽研究からみた山崎戯曲

『世阿弥』のことなど」

問い合わせメールアドレス：yamazaki.forum@gmail.com

文学研究科（演劇学）の名誉教授で、戯作家、評論家としてもご活躍されている山崎正和
先生が、2018年11月3日、文化勲章を受章されました。文学研究科では、それを記念して、
下記の通り、記念フォーラムを開催いたします。ご参加をお待ちしております。

フォーラム終了後、大阪大学会館アセンブリーホールにて祝賀会も開催します（事前申し
込み制、会費5000円）。同封の申し込み専用ハガキにてお申込みください。
※ 同封のハガキで申し込まれた場合、必ずご参加いただけます。参加証等の発行はありません。当日受付でお
名前と卒業年・講座・専門分野をお告げください。

山崎正和名誉教授文化勲章受章記念フォーラム

XMFRemote_(108945)223391_大阪大学文学部・文学研究科同窓会　ニュースレター 
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